
AXIES Trajectory   vol.2   2025

対談：大学の経営基盤としての情報基盤

5

1．EDUCAUSEの衝撃
　青木：本日はお時間をとって頂きありがとうございま
す．AXIES は 2011 年 2 月に法人登記されているので
すが，この年の 3 月に東日本大震災があり，激動の年
だったので良く覚えています．当時，安浦先生は
AXIES の初代会長として，高いリーダーシップを発揮
されました．大きな視点で社会課題を考える．日本では
数少ないビッグピクチャー型の先生だと思います．本日
はこの対談のために，いくつか質問を用意しました．最
初に AXIES の設立当初のことを伺えればと思います．

　安浦：本日は宜しくお願いします．AXIES の創設を
以前から考えてた方々からアナハイムで開催される
EDUCAUSE の大会を見に来てくださいと言われて米
国に行きました．ホテルの入口で阿草清滋さん（名古屋
大学情報基盤センター 1），竹村治雄さん（大阪大学サイ
バーメディアセンター），梶田将司さん（名古屋大学情
報連携統括本部情報戦略室）など4，5人がずらっと待っ
ていて，とにかくこれを見てお前は日本で何をやるかを
考えろと，そういう感じでした．彼らは EDUCAUSE
みたいなものを日本でも作らなきゃいけないと考えてい 

て，当時，国立大学の理事クラスで情報系を専門にやっ
てきた人があまり居られなかったので，阿草さんが安浦
にやらせるのがいいということで誘われました．
　EDUCAUSE に行って非常にショックを受けました．
大学の情報基盤を支える人たちが毎年，当時から 7000
人から 8000 人集まって情報交換している．さまざまな
バックグラウンドをもつ人が大学の情報基盤を支えるこ
とを非常に熱心にやってる．例えば 「CIO v.s. CFO」
財務責任者に対して CIO は何を言うべきかというよう
なセッションがあったりして，ここまでやっているとい
うことに衝撃を受けました．
　この衝撃を受けて帰ってきて，AXIES を創る活動が
始まりました．九州大学の中では藤村直美さんにずいぶ
んサポートして頂きました．そして一般社団法人として
AXIES を創りました．全国津々浦々小さな大学も大き
な大学も私立も国立も参加する組織を作らないと意味が
ない．このことを示すために，現在の定款の最後に設立
時の社員が書かれていますが，これらの大学にお願いし
て最初の社員になってもらいました．文書に押印しても
らうのに九州大学の職員に真冬の室蘭や，同じ九州だけ
ど意外に遠い鹿屋体育大学まで行ってもらいました．
　また，AXIES の年次大会はそれまで行われていた情
報教育研究集会自体を引き継いだのですが，あまり大き
くない企業さんたちからも，ぜひサポートしたいので企
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業も参加できるようにしてほしいと申し出があり，賛助
会員の制度も設けました．しかし，あくまで大学主導の
活動として正会員は大学などの法人にしています．
　青木：正会員は今では 184 になりました．賛助会員
は当初は7社ほどだったと思いますが，今101社になっ
ています 2）．賛助会員の皆様は，年次大会の開催を含め
て素晴らしくサポートしてくださっています．安浦先生
の当初の優れたビジョンもあり，AXIES の求心力が高
まっているのを感じます．
　安浦：もう一つは政府との関係をしっかり作っていく
必要があると思い，前身の活動からの経緯もあるので最
初から年次大会には文部科学省の高等教育局専門教育課
の方に出て頂いてます．

2．大学経営と情報基盤
　安浦：EDUCAUSE で大学経営としての情報基盤が
議論されていて衝撃を受けました．日本では 2004 年に
国立大学が法人化されましたが第一期は経営としては初
歩段階でした．第二期に入って少し経営を考えるように
なったけど，私もそうでしたが大学の理事が貸借対照表
とか損益計算書とかの財務諸表を読めるわけではない．
でも米国では常識みたいになっていた．情報基盤は大学
の経営基盤だということを前提にみんなが話してる．当
時，日本はまだ世界第 2 位の経済大国でしたが，こう
いう米国と戦わないといけないことに身が引き締まりま
した．
　青木：EDUCAUSE は，今では参加機関が 2100 校
ぐらいでしょうか．カレッジからユニバーシティまで参
加校にバリエーションがあります．学生のカスタマーエ
クスペリエンスを向上させる視点など，経営に直結した
課題意識を重視していますね．
　安浦：先生も情報基盤は大学になくてはならない基盤
だとおっしゃっていますが，文部科学省から国立大学に
来る予算は運営費交付金と施設整備補助金に分かれてお
り，施設の方は今は 20 年ごとに改修とかして 80 年持
たせるということで予算措置がありますが，情報基盤の
ほうは 5 年とか 10 年とかで設備投資をしなければなり
ません．そのための仕掛けが必要になっています．大学
経営には経費の使い方での裁量が必要です．
　青木：確かにおっしゃる通りです．これまでは補正予
算等で手当てされてきた面があります．また，国立大学
の経営を例にあげますと，これまで財務面では損益を均
衡させる考え方が堅持されてきました．財務担当の理事
もその意味でのプロですが，将来への自己投資を本気で
議論したことはありません．最近，国立大学法人会計基

準の規制が緩和され，大学運営基金を設置して純資産の
増減を法人が意思決定できる仕組みが部分的に実現しま
した．法人化後で 20 年経ってようやく，貸借対照表を
意識した経営になってきました．その意味での専門家と
して CFO を置き始めている大学もここ 1 ～ 2 年で出
始めました．
　安浦：プロの経営者を呼んでこないといけないですね．

3．人材育成と認証基盤
　青木：今やテクノロジーとデータ，それからそれを駆
使する人材が大学経営の中心を担うということになって
きています．2020 年は新型コロナウィルス感染症がパ
ンデミックになりまして，各大学がオンライン教育を
行った．それと同時に，みんなDXだと言い始めました．
そ の 後，2022 年 11 月 に Open AI の ChatGPT，
GPT-3.5 の衝撃がありまして，コロナという怪物の後
に AI という神様？が現れたという状況です．最近の
AXIES では事務業務の改革に関する発表も増えていま
す．EDUCAUSE は，毎年，大学経営課題トップ 10 を
発表していて，人材面の課題認識も参考になるのです
が，一方で日本の場合は，IT 人材そのものが圧倒的に
不足していることが問題になっています．そのあたりに
ついてお考えをお聞かせいただけませんか．
　安浦：まず人材育成については 3000 億円の基金を設
けて大学高専機能強化支援事業が大学改革支援・学位授
与機構がお世話する形で昨年度から選定を始めていま
す．私は対象校を選定する委員会の委員長を務めていま
す．ここでは「支援 1」として 10 年間受け付ける形で
公立私立大学の文系の理系転換を支援していて 250 校
を予定しています．「支援 2」のほうは国立大学や高等
専門学校も含めて情報系分野の拡充を支援しています．

表 1　大学高専機能強化支援事業選定校数
支援 1

種別 公立大学 私立大学 合計
令和 5 年度 13 54 67
令和 6 年度 4 55 59

合計 17 109 126

支援 2
種別 国立大学 公立大学 私立大学 高等高専 合計

令和 5 年度 37 4 5 5 51
令和 6 年度 18 4 5 11 38

合計 55 8 10 16 89

　初回に支援 1 が 67 校．今年度が 59 校で合わせて
126校が選定されました（表1参照）．内訳は公立17校，
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私立109校となっています．支援2の方は1年目51校，
2 年目 38 校で 89 校です．支援 1 はすべてがデジタル
分野ではないですけど，実際にはデジタル分野が 1 回
目で 64％ , 2 回目で 68％となっています．デジタル分
野を増やす大学が多く，また理系学部を初めて設置する
文系大学が 1 回目は 67 件中 3 割の 21 件，2 回目は 59
件中 5 割の 28 件になっています．私立の女子大とか文
系しかなかった大学で情報系を作るところが多いです．
　これらの大学って AXIES には参加されていないと思
うのでお誘いするといいのではないでしょうか．選定さ
れた大学などで機能強化会議を行っています．第 1 期
は今年の 2 月に行いました．第 2 回目を今度の 2 月に
行いますが，各大学に認証系を業者に御願いして整備す
る際に大学側が学認への参加などを意識してもらいたい
ので，AXIES の認証基盤部会にもご協力頂くつもり
です .
　各大学で認証系を持ってもらって，学認に参加しても
らう．それを通じて，学生にさまざまなサービスにアク
セスできるようにする．
　例えば図書館の相互乗り入れとか，有名な先生の授業
の共同実施で合格したらデジタルバッチを出すとか．そ
ういう工夫をすれば教育リソースの人員を削らざるを得
ない状況を回避できます．
　青木：確かに，認証基盤から入るというのはいいテー
マですね．
　ID は，いろいろなリソースを大学間でシェアするイ
ネーブラーになる可能性があります．そう言えば，東北
大学では 2021 年の 5 月 24 日から市民向けの大規模ワ
クチン接種センターを始めたんですが，6 月には学生さ
んをほぼ全国で初めて接種対象にしました．その後，こ
の仕組みを近隣の 13 大学に広げたのですが，その接種
予約システムに学認を使ったら，あっという間にできる
んです．メディカル IT センターの中村直毅先生という
方がほぼ 3 日で作って，仕組みとして 1 週間でできる．
日本 DX 大賞として表彰されました．

4．AXIESが何を担うべきか
　安浦：それは素晴らしいですね．この図は 2008 年か
ら言っている現代の一般的な社会や技術の階層構造です

（図 1 参照）．
　青木：これは読ませていただきました．
　安浦：階層構造の一番下は自然現象の解明．これを自
然科学として積み上げていく．二番目が，それを使った
製造技術とか治療技術とか工学・医学の世界で，そこか

ら出てきた製品で経済が動いてる．日本人はここまでは
イメージをもって頑張って来た．ところが，世の中が変
わって製品を組み合わせたサービスで GAFA などが儲
けを出す時代に入った．放送とかマスコミとかは，まさ
にこの上から二番目でレイヤーにいる．だけどそこで，
何が許され，何が許されないかは制度の話です．先にお
話しした学認とかのサービスのレイヤーについては，こ
れをしっかり使いこなす制度を同時に考えていく仕掛け
を大学経営としてやっていく必要があります．AXIES
も制度面など上位の二層あるいは三層ぐらいにおいて何
をするかをみんなで議論して，下の層にプレッシャーを
かけるという役割がある．バラバラの制度に横串を通し
てうまいサービスとしてまとめ上げていくという考え方
が大事になると思います．
　青木：それはいいサジェスチョンをいただきました．
AXIES は先生がお考えになった理念のように，多様な
大学が会員としてご参加いただいていて，ロングテール
になっています．その課題をしっかり制度的に考えて，
圧倒的に業務効率を上げたり，協力して新しい価値を生
み出したり，デジタルであればそういうことができるは
ずです．ただ日本の場合，緩やかな協力は得意だけど，
そういうことを実行する主体を作るのは苦手ですよね．
宿題として理事会でもご紹介するのが良いと思います．

5．百年後の歴史学のために
　安浦：デジタルデータで私が今一番気になってるのは
フェイクのデータもどんどん生み出されてて，他方で深
く読まずに見出しで勝手にみんなが判断するようになっ
ている．最近，私は国立国会図書館の情報化の委員会の
委員長もやらされてまして，図書館の方とかと文系の歴
史の方とかともお話します．
　歴史に学べとはよく言うけど，歴史は残ってる文献と

図 1　社会の文化・制度と技術の階層（安浦氏提供）
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か文化財みたいなものをつなぎ合わせてフィクションの
ストーリーを作っているとも言える．新しい文献が発見
されたら内容がガラッと変わったりする．
　それはそれで大事な学問として大切にしていかないと
いけないけど，今我々がもう一つ考えるべきなのは「百
年後の歴史学」，百年先の人たちが今のこの時代を見た
時に正しく見てもらうためには，我々は何を残しておく
か，どの情報を残しておくかということを真剣に考えま
せんかということです．我々は今，この民主化された世
界っていうものの中で何が起こったか．中国では今の
人って天安門事件があったこと知らない．残さなければ
歴史はいくらでも作れる．
　青木：このテーマは，安浦先生流のビッグピクチャー
ですね．
　安浦：これはタイムカプセルですが，それに何を入れ
るかといういう問題です．国立国会図書館が ISBN がつ
いた本だけ集めるのでいいですか，ということです．昔
は出版することが大変だったから，限られた人にしか本
は出せなかった．今は誰でも自費出版できる時代で，嘘
八百だってどんどん本として残る，その上，本だけがそ
の時代を表すものだって言っていいのかと．
　青木：それ国会図書館の会議で言っておられるんです
か．
　安浦：国立国会図書館では次のフェーズの話をする分
科会が私の委員会の下で議論を始めていて，その分科会
で従来の枠組みをどこまではみ出していいのかというこ
とを国会図書館の方と話をしています．図書館とか，い
ろんな歴史を保存する文書館とかが，このデジタル化の
時代に何を残せばいいのか．これは，文化を継承する場
である大学の役割でもあると思います．例えばこれだけ
オンラインで見られる教育のコンテンツがたくさんある
時代に教科書だけではなく，それを教える先生の教え方
まで全部残ってる．それを取っておくっていうのも一つ
の手じゃないかと JMOOC にも提案してます．
　私は中高校生向けの講演などで必ず 20 世紀の日本の
最大の貢献はなんですか？と質問し，私の答えとして，
日本語ワードプロセッサの発明であると言い続けてま
す．多文字文化はコンピューター化できないっていう常
識があった時代に，2000 文字に対するプリンターも入
力システムも作ってみせた．世界中の言語と文化の多様
性を現代に残した．そういう大きなストーリーを日本は
やったのに，日本人自身がそれを言わない．そういうこ
とをもう一回思い出してもらって，今度は思い切って百
年後の歴史学っていうのを今みんなで考えませんか？と
いう提案です．

　各大学の図書館がどこかに特化してくれてもいいわけ
です．教育データを積極的に集めますとか，SNS の中
で信じられそうな投稿だけ集めますとか，新聞のデータ
を地方紙まで全部集めますとか，漫画やアニメを集めま
すとか．そして，大学で学問として体系化して，プロ
フェッショナルを作っていくことはとても大事だと思う
んですよね．
　青木：欧州では昔のものをデジタル化する大きなプロ
ジェクト「欧州タイムマシン」が動いているのですが，
その現代版ですね．
　安浦：今から十年ぐらいは，今あるデータを使って，
AI が新しい虚偽を含むデータを増幅して作る時代で，
十年ぐらい経つと反省の時期が必ずくる．その反省の時
期が来て何が起こったかっていうのが目で見えるよう
な，そういう過去をちゃんと残しておくことを今行うこ
とが大切です．

6．国立情報学研究所について
　青木：学術情報基盤の重要性が非常に高まっています
が，最後に折角の機会ですので，国立情報学研究所

（NII）の今後について先生の視点からお伺いできれば
と思います．
　安浦：NII では私は学術基盤チーフディレクターいう
肩書で働いています．すでに SINET を中心とした NII
のサービスは日本の学術を支える不可欠な基盤になって
いることは事実だと思いますが，研究のための基盤とい
う方向性が強かったです．
　NII は国立極地研究所，国立遺伝学研究所，統計数理
研究所とともに，大学共同利用機関法人の情報・システ
ム研究機構（ROIS）を構成しています．その中で NII
の予算は突出していて，さらに NII の予算の中でも事
業系の予算が半分以上，年間 100 億円ほどの規模にな
ります．人員としても事業系に 100 名ほどが関わって
います．
　経営の視点からは，この 100 億円の事業費は事業ご
とに 5 年とか 3 年とかの期間で措置されているバラバ
ラなお金です．情報基盤のサービス要求は拡大する一方
ですが，拡大した分を要求して措置される保証はありま
せん．また，優秀な人の確保についてもキャリアパスを
提供できていません．情報基盤の提供には経営が必要な
んです．
　青木：大学の経営は急速に変わり始めている部分も多
いんですけど，NII の様子はどうでしょうか．
　安浦：NII だけでなく AXIES 全体でも大学でいろい
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ろ情報基盤を支えている人たちと民間の間，あるいは
NII との間でうまくエコシステムが作られて，優秀な人
は昇任して給料も上がっていく仕組を作っていく必要が
あると思います．
　それから持続可能な事業継続のためには，国からの予
算だけではなくて保守運用に関しては受益者負担をある
程度やってもらわないとうまくいかないと思います．実
験だからタダで協力してくださいとお願いして，途中か
ら利用料を取ると反発が出るのですが，これへの理解を
どういうように作っていくかを，政府も NII も AXIES
全体でも議論していただかないと日本全体の情報基盤
を，特に教育まで含めて広げていくことは難しいと思い
ます．大学もこれぐらいの負担はするから NII はこれ
くらいのことをやってくれっていう議論がもっと行われ
る必要があります．技術やサポートレベルでも，NII は
現在の予算では，ここまでしか対応できませんというレ
ベルをきちっと示して，大きな大学は自分たちの力で対
応する．それ以外のところは民間の力を借りていただく．
小さい大学にとっては人を雇うより，お金払ってサービ
スをシェアした方が安上がりになる構造を作っていくべ
きだと思います．それが持続可能な仕組みの一つのあり
方だと考えます．（図 2 参照）
　青木：確かにその通りですね．NII の役割としてベー
スラインのところは担保する．一方，それ以上のニーズ
や，法人として求められるレディネスへの対応は，各大
学の置かれた立場によって違うので，機動的な民間の事
業者とも協力して実現する．基盤として確保する部分，
民間の力を借りる部分，自前で実現する部分，それをう
まくつないで，どのレベルまで達したら，投資が本当に
適正なのかっていうことを見ていく必要がありますね．
これは全体像が見えてないと狭い中で無駄なことをやっ
たり，違う方向へ行ったりするので，情報基盤の大きな
エコシステムの絵を共有しながら，自分たちはどういう
スタイルで行くのかということを議論するべきですね．

　経営と言う視点では固定されている枠を取り払ってし
まうということが大事だと思います．AXIES にはいろ
いろなアクターがおられるので，それぞれの類型ごと
に，投資方針とか経営の考え方を整理していくというこ
とや，法人間の人材の流動性を保ってエコシステムを形
成するみたいなことができるといいなと思います．
　安浦：人のことで言うと，教育や研究を支える学術基
盤の開発，保守，運用のために働く人たちが誇りを持て
る状況を作るのが第一です．「研究環境が悪いから研究
ができない」とは言わせない，そういう矜持を持って働
いてもらい，ちゃんと見返りも彼らに与えられるという
組織運営が経営者に求められます．NII も各大学も情報
基盤を支えている人たちに矜持を持ってもらえる環境を
作る．そして，研究者側も彼らをリスペクトする．そう
いう世界を作っていく役割が CIO にはあると思います．
　青木：おっしゃる通り，そこは大学も同じです．教育
や研究を支えるプロフェッショナルな仕事に対してリス
ペクトするっていうのが大事じゃないかと思います．
　安浦：本当にいいシステム作ってこれだけの顧客がつ
いてて，この人なしにはこの事業は続けられないから昇
進させるんだっていうロジックを作って行かないといけ
ません．
　大学というのは，その時代の学術も含めた文化や次の
時代の制度を決めていく材料を世の中に提供する場で
す．先ほどの 5 階層のトップのレイヤーを考えながら
大学経営をやって頂きたい．特に情報系が世の中をどん
どん変えていってる時代においては，大学における経営
の中での情報基盤の重要性，あるいはそれの先進性を利
用して社会をリードするという意識を AXIES に関わっ
ている皆さんが一人一人持ってもらえれば非常に未来は
明るいんじゃないか，というのが年寄りから言葉です．
本日はありがとうございました．
　青木：いまの AXIES は部会構成でも技術の色が強め
ですが，こういう議論もしながら進めていきたいと思い
ます．こちらこそ，ありがとうございました．
 2024 年 11 月 1 日

注釈

1） 当時の所属，以下，同様
2） 2024 年 11 月 1 日現在の会員数

図 2　情報基盤サービスの在り方
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【略歴】
安浦 寛人

国立情報学研究所副所長（非常勤，学術基盤チーフディ
レクタ）．福岡県出身．京都大学大学院工学研究科修士
課程修了（工学博士）．京都大学助手，助教授を経て，
1991 年より九州大学大学院総合理工学研究科教授．
2008 年より 2020 年まで九州大学理事・副学長（情報，
産学連携，財務，施設整備などを担当）．国立国会図書
館科学技術情報整備審議会委員長や独立行政法人大学改
革支援・学位授与機構の大学・高専機能強化事業選定委
員会委員長などを務めている．

　
青木 孝文

東北大学理事・副学長（企画戦略総括担当，プロボスト，
CDO）．宮城県出身．東北大学大学院工学研究科 博士
課程修了（工学博士）．東北大学助手，助教授を経て，
2002 年より東北大学大学院情報科学研究科教授．
2012 年副学長（広報・社会連携・情報基盤担当）．
2018 年より現職．専門はコンピュータ工学，画像認識
と AI，生体認証とセキュリティ，法歯学と個人識別な
ど．

国立情報学研究所 安浦先生のお部屋にて
（左から青木孝文氏，安浦寛人氏）




